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猿
投
神
社
本

『帝
範
』
訓
詰
考

―
―
『
玉
篇
』
と
の
関
係
に
於
て
―
―

一

最
近
私
は
、
梁
顧
野
王
撰
の
小
学
、
所
謂
原
本
系
古
本
系
の

『
玉
篇
』
が
、

訓
詰
の
た
め
に
、
上
代
人
に
よ
く
利
用
さ
れ
た
事
実
を
、
日
本
書
紀

・
万
葉
集

・
令
集
解
な
ど
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
分
に
つ
い
て
少
し
づ
つ
考
証
を

行
な
つ
た
。
恐
ら
く
暇
を
み
て
は
、
同
じ
方
法
を
続
け
る
こ
と
で
あ
ら
う
が
、

そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
わ
が
国
の
学
問
史
で
あ
り
、
「訓
詰
学
史
」
で
あ

る
。
せ
め
て
、
「上
代
訓
詰
学
史
」
↑
」
の
場
合
の

「上
代
」
は
平
安
末
期
ま
で

を
さ
す
）
と
い
つ
た
も
の
に
発
展
す
る
な
ら
ば
幸
で
あ
る
。
し
か
し
私
の
日
は

す
で
に
昏
れ
か
け
て
ゐ
る
。

『
玉
篇
』

（増
補
重
修
の

『
大
広
益
会
玉
篇
』
を
指
さ
な
い
）
は
、
今
日
残

巻
し
か
残
ら
な
い
。
そ
の
た
め
少
し
で
も
多
く
の

『
玉
篇
』
の
本
文
を
発
掘
す

る
に
は
、
「
玉
篇
」
「
玉
篇
云
」
「
玉
篇
日
」
と
か
、
沢
顧
）
野
王
」
な
ど
、
そ

の
供
文
を
、
数
多
く
の
文
献
か
ら
摘
出
し
、
も
と
の

『
玉
篇
』
の
本
文
を
推
定

す
る
必
要
が
あ
る
。
岡
井
慎
吾

・
馬
淵
和
夫
氏
作
製
の
不
朽
の
供
文
集
成
が
あ

る
に
も
拘
は
ら
ず
―
後
者
に
、
『
玉
篇
伏
文
補
正
』
（油
印
本
）
あ
り
―
内
的
推

定
方
法
か
ら
み
れ
ば
、
も
は
や
満
足
し
か
ね
る
現
状
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、

『
蒙
隷
万
象
名
義
』
（略
称

『
万
象
名
義
し

は
、
そ
の
抄
出
さ
れ
た
訓
詰
の
結

/Jヽ

島

憲

之

果
よ
り
逆
に
、

『
玉
篇
』
の
本
文
が
推
定
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
ま
た

『
一
切

経
音
義
』
（慧
琳
本
）
の
、『
玉
篇
』
の
指
摘
を
み
な
い
部
分
に
も
、
甚
だ
多
く
の

伏
文
が
推
定
さ
れ
る
―
但
し
そ
の
反
切
の
大
半
を
除
く
―
。
特
に

『
玉
篇
』
と

『
一
切
経
音
義
』
の
引
用
書
の
一
致
す
る
部
分
は
、
そ
の
推
定
の
一
つ
の
方
法

を
暗
示
す
る
。
ま
た
た
と
へ
ば
、
『
令
集
解
』
の
訓
詰
の
殆
ん
ど
は
、
『
玉
篇
』

の
標
示
が
な
く
て
も
そ
の
引
用
に
よ
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
日
本
紀
講
書
の

結
果
を
示
す

「古
訓
」
の
類
も
、
む
し
ろ

『
玉
篇
』
を
利
用
し
た
形
跡
が
み
ら

れ
、
ま
た
万
葉
集
の
訓
詰
上
む
つ
か
し
い
本
文
も
、

『
玉
篇
』
及
び
そ
の
推
定

本
文
に
よ
れ
ば
予
想
外
に
簡
単
に
解
決
で
き
る

（拙
稿
、
注
１
）。

こ
れ
ら
に
関
し
て
、
『
玉
篇
』
の
推
定
本
文
を
指
摘
し
、
上
代
人
の
披
覧
し
た

ま
ま
の
完
本
『
玉
篇
』
の
本
文
に
一
歩

一
歩
と
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ

の
道
は
甚
だ
遠
く
、
幾
年
月
も
か
か
る
で
あ
ら
う
。
や
は
り

一
字

一
字
解
決
し

て
ゆ
く
よ
り
ほ
か
は
な
い
。
本
稿
は
、
紙
幅
の
関
係
上
、
猿
投
神
社
所
蔵

『
帝

範
』
を
例
に
し
て
、

『
玉
篇
』
の
本
文
を
掘
り
上
げ
よ
う
と
す
る
。
こ
の
た
め

に
、
反
切
を
注
す
る
訓
詰
を
摘
出
す
る
。
猿
投
本
は
、
鎌
倉
時
代
の
書
写
、
巻

子
本
。
朱
墨
の
古
訓
点
が
施
し
て
あ
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
残
る
は
上
巻
の
み
。

テ
キ
ス
ト
は
、
猿
投
影
印
叢
刊
の
コ
ロ
タ
イ
プ
版
に
よ
り
、
更
に
成
賽
堂
叢
書

本

（狩
谷
望
之
の
朱

・
藍
の
校
合
書
入
の
復
製
）
を
参
考
に
す
る
。



二

ま
づ
帝
範
序
の
、
「
…
明
臨
中神
器
こ

の

「明
」
に
つ
い
て
、

０
「
嘱
響^
〉―
他
労
反
。
貪
也
。

と
み
え
る
。

『
玉
篇
』
は
現
在
こ
の
字
は
残
ら
な
い
。
し
か
し

「饗
」
の
訓
詰

ュ
勅

（議
剌
『
柳
輛
鵡
撫
Ｍ
醐
」

ヽ
貪
レ財
為
レ嬰
、
提
一熊
新

レ診
也
。
診
為
二呼
字
「

在
・一日
部
「

と
み
え
る

（台
湾
版

『
玉
篇
零
巻
』
は
誤
刻
多
し
）。
こ
の

「饗
」
や

「診
」

∩
他
結
反
。
説
文
、
貪
也
し

は
、
「
明
」
に
同
じ
く
、
「貪
也
」
の
訓
詰
に
同

じ
。
『
玉
篇
』
の
抄
出
本
と
も
い
ふ
べ
き
万
象
名
義
に
、
「他
労
反
。
貪
也
…
」

∩
明
し

と
み
え
、
右
の
０
は
、

『
玉
篇
』
に
よ
る
も
の
と
推
定
で
き
る
。
な

こ

鵡

罫

聯

六

藤

）
一憂

諄

明
ヽ
最

，

）

…
或
為
二壁
字
「
在
二食
部
”

な
ど
と
あ
つ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

は萌
晰はわ中蹴ば盗

珀
鰊

梗「珈盗
夕

瓦

方
言
云
、
凡
草
木
刺
レ人
者
為
レ梗
。
食
レ骨
留
二咽
中
一骸
也
。

と
み
え
る
。
「
ア
ラ
ウ
シ
」
（？
）
は
誤
記
。
神
武
即
位
前
紀

「餘
妖
尚
梼
」
の

古
訓
、
「
ア
レ
タ
リ
」
ｏ
「
コ
ハ
シ
」
な
ど
を
参
照
し
て
、
「
ア
ラ
シ
」
ｏ
「
ア
ン
タ

リ
」
ｏ
「
ア
ラ
ア
ラ
シ
」
ｏ
「
コ
ハ
シ
」
な
ど
と
訓
む
べ
き
で
あ
る
。
右
の
鄭
玄
注

の

「梗
」
以
下
に
つ
い
て
は
、
成
笞
堂
本
に
、
「梗
御
未
レ
至
・一梗
病
一也
」
と
訓

詳

励

了

麒

靱

轟

確

ヽ
議

猷

諄

「梗
、
病
也
」
と
は
一
旦
切
る
べ
き
で
あ
る
。
な
は

「容
」
は

「害
」、
「骸
」

は

「硬
」
（成
賞
堂
本
）
の
誤
記
。

こ
の

「梗
」
は
、
最
近
複
製
を
み
た
『大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
釈
文
』
（神
田

と
み
え
、
②
の
訓
詰
が

『
玉
篇
』
に
よ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ほ
②
の

「食
レ

骨
」
云
々
の

「硬
」
の
訓
詰
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
『
玉
篇
』
に
は
、

説
文
、
食
レ骨
留
二咽
中
一硬
也
。
野
王
案
、
梗
亦
硬
字
也
、
在
二骨
部
一也
。

な
ど
と
あ
つ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

次
に
、
「男
損
二甲
冑
こ

の

「援
」
に
つ
い
て
、

０
胡
慢
反
。
左
伝
云
、
援
レ甲
執
レ兵
、
杜
預
日
、
援
、
貫
也
。
衣
レ甲
也
。

と
み
え
る
。
只
ツ
ラ
）
ネ
」
と
訓
む
が
、
成
賞
堂
本
に
は
、

「
ツ
ラ
ヌ
イ
テ
」

と
訓
む
。
「貫
也
」
が
こ
れ
に
当
る
。
六
波
羅
蜜
経
釈
文
の

『
玉
篇
』
供
文
に
、

胡
慢
反
。
杜
預
、
援
、
貫
也
。
買
達
日
、
衣
レ甲
也
、
累
也

（「授
し

と
あ
る
こ
と
は
、
０
が

『
玉
篇
』
に
よ
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
な
ほ
『
玉
篇
』

に
は
ビ

。 右
¨
脚
車
貯
∵
柳
聯
耐
竜
競
鯵
膨
類
熱
資
に

預
日
、
援
、
貫
也
。
睡
落
、

令
二服
レ兵
援

，甲
、
賣
達
日
、
衣
レ甲
也

（注
３
）。

な
ど
と
あ
つ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
但
し
、
前
述
の
六
波
羅
蜜
経
釈
文
の
、

「
累
也
」
に
つ
い
て
は
、

『
玉
篇
』
の

「累
」
に
み
え
る
国
語
注
で
解
決
可
能

か
と
も
思
は
れ
る
が
、
し
ば
ら
く
後
考
を
持
つ
。

次
に
、
「
承
二慶
天
演
」
の

「演
」
に
つ
い
て
、

四
後
光
反
。
漢
書
天
文
志
日
、
天
有
二五
演
「演
中
有
≡
一柱
一、
柱
不
レ具
兵



也
。

と
み
え
る
。
こ
の
文
字
は
、

『
玉
篇
』
や
そ
の
伏
文
に
も
残
ら
な
い
。
し
か
し

令
集
解
に
、

「満
、
音
胡
光
反
」
（巻
三
、
職
員
令

「装
演
し

と
み
え
、
恐
ら

く
こ
の
反
切
は
、

『
玉
篇
』
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
万
象
名
義
に
、
猿

投
本
と
同
じ
く

「後
光
反
」
と
み
え
る
の
は
、
何
れ
も
採
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
万
象
名
義
に
、
「池
也
、
積
水
也
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
湖
つ
て
、
も
と
の

『
玉
篇
』
の
本
文
は
、

後
光

・
胡
光
二
反
。
説
文
、
演
、
積
水
池
也
。

な
ど
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
０
の
漢
書
天
文
志
の
例
は
、

『
玉
篇
』
に
存
在

し
て
ゐ
た
か
否
か
、
ょ
く
ゎ
か
ら
な
い
。

次
に
、
「偏
鐘
二慈
愛
こ

の

「鐘
」
に
つ
い
て
、
そ
の
訓
詰
に
、

同

「鐘
」
―
燭
恭
反
。
取
也

（序
）

と
あ
る
。
こ
の

「鐘
」
は
、

「鍾
」
（成
答
堂
本
）
に
同
じ
。
「鐘
」
と

「鍾
」

帥
詢
『
神
ぎ
脚
勢
罐
獅
な
獅

「
葉

鏃
「
拝
弥
欄
“

「
例

鏡
「
』
徊
瘤
罐
赫

そ 「罐
「
罐

―
。
こ
の
字
は
、

『
玉
篇
』
に
残
ら
な
い
が
、
伏
文
と
し
て
、
六
波
羅
蜜
経
釈

文
脚

玉。、
、
之
庸
反
。
杜
預
日
、
鍾
、
取
也
…
野
王
案
、
説
文
、
酒
器
也
、
以
二

楽
器
之
鍾
字
一
∩
鍾
念
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（昭
全
天
年
）

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「杜
預
日
」
云
々
は
、
『
玉
篇
』
に
、
「

＊左
氏
伝
、

鍾
二美
於
是
国
「杜
預
日
、
鍾
、
衆
也
」
と
あ
つ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
こ
の

釈
文
や
猿
投
本
０
の

「取
也
」
は
、

「衆
也
」
の
誤
、
成
賞
堂
本
に
み
え
る
藍

の
校
合
本
文

（菅
原
家
本
系
）
の

「蒙
」
が
正
し
い
。
現
に

『
玉
篇
』
の
抄
出

本
で
あ
る
万
象
名
義
に
も
、

「之
庸
反
。
酒
器
也
、
楽
也
」
と
み
え
る
。
な
ほ

猿
投
本
の
左
傍
訓

「
ト
ル
」
は
、
「取
也
」
を
訓
じ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
誤
訓
。

『
玉
篇
』
の
反
切
の
部
分
は
、

「
屹
庸

・
燭
恭
二
反
」
と
あ
つ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
、
こ
こ
に
全
体
と
し
て

「鍾
」
に
関
す
る

『
玉
篇
』
の
文
本
の
一
部
が
推

定
さ
れ
る
。
結
局
、
猿
投
本
国
の
注
も
、

『
玉
篇
』
に
よ
る
も
の
と
云
へ
る
。

な
は

「鐘
」
即
ち

「鍾
」
を

「
ア
タ
ル
」
と
訓
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
神
田

博
士
の

『
日
本
書
紀
古
訓
孜
証
』
に
詳
し
い
。
但
し
こ
の
猿
投
本
の
左
傍
訓

「

鍾
」
（成
笞
堂
本
も
同
様
）
は
、
こ
の
際
は
適
切
で
は
な
く
、　
こ
こ
は

「
ア
ツ

ム
」
∩
衆
し

と
訓
む
べ
き
で
あ
る
。
神
代
紀

（下
）
の
、
「特
鍾
二憐
愛
こ

の

「鍾
」
∩
鐘
し
に
つ
い
て
、
『書
紀
集
解
』
が
杜
預
注
を
引
き
、
「
ア
ツ
メ
テ
」

（左
傍
訓
）
と
訓
む
場
合
に
当
る
―
古
典
大
系
本
の
頭
注
に
、
説
文
通
訓
定
露

の

「為
レ叢
」
を
引
く
の
は
、　
一
歩
後
退
で
あ
る
―
。
以
上
、
問
題
の
一
例
を

残
し
て

（後
述
）、
帝
範
序
は
終
は
る
。

君
体
篇
に
は
、反
切
の
訓
詰
が
な
い
。
次
の
建
親
篇

「
七
国
受
二鉄
鍼
之
災
こ

の
』
構
詢
け
¨
Ⅷ
稀
審
”

加
二之
鉄
質
「
又
斬
悪
之
罪
也
。
鉄
、
鍵
也
、
質
也
。

説
文
日
、
亡
鍍
也
。
鉄
、
方
子
反

（
「鉄
し

と
み
え
る
。

「鉄
」
は

『
玉
篇
』
に
残
ら
な
い
が
、
六
波
羅
蜜
経
釈
文
の

『
玉

焉

一
粋

勺

）鰊

好
唯

赫
に
い
鐵

雉

軋

王
所
二以
飾

，怒
也
。
蒼
額
篇
、
鉄
、
模
也
、
質
也
。

と
み
え
る
。
こ
の
伏
文
に
更
に
猿
投
本
引
用
の
説
文
の
記
事
を
加
へ
た
も
の
が
、

『
玉
篇
』
の
本
文
と
推
定
で
き
る
。
な
は

「説
文
日
、
亡
鍍
也
」
は
、
現
在
流

布
の
宋
本
説
文
に

「鉄
、
祈
巫
刀
也
」
と
み
え
、
「さ
」
は
、
「巫
」
（ま
ぐ
さ
、

わ
ら
の
類
）
の
誤
か
も
知
れ
な
い
―
但
し
曽
忠
華
氏
の

『
玉
篇
零
巻
引
説
文
考
』

に
指
摘
し
な
い
―
。
も
し
さ
う
と
す
れ
ば
、
説
文
の

「鉄
」
は
、
草
刈
り
の
刃



物
を
さ
す
。
何
れ
に
し
て
も
、
猿
投
本
の
訓
詰
は
、
『
玉
篇
』
に
よ
る
。

次
に

「鉱
」
に
つ
い
て
は
、

０
鍼

（「鍍
」
に
誤
る
。
成
賽
堂
本
に
よ
る
）、
高
月
反
。
斧
也
。

と』載璃げ臓助「詠融黎識一動破無ｒ
（「鉱斧し

と
み
え
、
猿
投
本
の

「鍍
」
の
訓
詰
も
、

「鉄
」
と
同
じ
く

『
玉
篇
』
に
よ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
な
ほ

『
玉
篇
』
に
は
、
更
に
多
く
の
記
事
が
あ
つ
た
こ
と
、

一
切
経
音
義
の
伏
文
に
み
え
る
。
そ
の
記
事
を
要
約
し
て

『
玉
篇
』
の
推
定
文

を
始
誌
竃
、
凡
そ
左
の
如
し
。

＊尚
書
、
王
左
杖
二黄
銭
「
孔
安
国
日
、
鍼
以
二黄
金
一飾
レ斧
也
。
野
王
案
、
古

者
用
レ銭
以
殺
レ人
也
、
司
馬
法
、
夏
執
二玄
銭
「
殷
執
二白
鉱
「
周
杖
二黄
鍼
一

是
也
。
説
文
、
鍼
、
大
斧
也
、
王
者
以
賜
二大
司
馬
「
以
斬
二持
節
将
一也
。

衆準哉剛』。『律］瑞婦け一端『ｒ̈
え「罐輛裁［̈
駐̈け貯嘘腱輌一ヽ

「嚇
［

陳 同 。
一
『
軽
け

ヽ ヽ 」
義
中

ヽ
（
軽 っ
』
』
拗
』
］
摯
許
物
瀬
一訓

詰
に
、

と
み
え
る

（注
４
）。
万
象
名
義
の

「知
観
反
。
安
也
、
屋
也
、
重
也
、
止
也
」

よ
り
推
し
て
、
『
玉
篇
』
に
よ
る
。
な
ほ

『
玉
篇
』
の
供
文
は
残
ら
な
い
が
、

原
本
に
は
、

蜘
期

・
知
陳
二
反
。
楚
辞
、
覧
二民
尤
一以
自
鎮
、
王
逸
日
、
鎮
、
止
也
。
説

文
、
鎮
、
圧
也
。
広
雅
、
安
也
（注
５
）。
又
日
、
鎮
、
重
也
。

な
ど
と
あ
つ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

次
に

「無
二猜
忌
之
心
こ

の

「猜
」
に
対
し
て
、

０
采
才
反
。
疑
也
、
燿
也
、
恨
也
。

と
み
え
る
―
成
賽
堂
本
、

「采
」
を

「承
」
に
作
る
―
。
こ
れ
も
万
象
名
義
に
、

「
千
才
反
。
疑
也
、
燿
也
、
恨
也
」
と
み
え
、
０
も

『
玉
篇
』
に
よ
る
こ
と
が

ゎ
一
掲

・ 。
綿
れ
章

反 『
唯
稀
暖
帥
琳
蒙
議
科
議
狩
』
岬
ビ

ヽ
猜
ヽ
疑
也
。
方
言
、

猜
、
恨
也
。
広
雅
、
猜
、
燿
也
。

と
な
る
。

次
に
、
「括
・一蒼
臭
一以
体
レ
心
」
の

「括
」
に
つ
い
て
、

⑩
古
奪
反
。
結
也
、
約
束
也
、
塞
也
。

と
み
え
る
。
こ
の

「括
」
も

『
玉
篇
』
に
残
ら
な
い
。
し
か
し

『
釈
日
本
紀
』

引
用
の
、

私
記
日
、
古
奪
反
。
胎
殊
迎
Ｆ

レ嚢
元
レ咎
、
王
弼
日
、
括
、
否
閉
也
。
山
海

経
注
日
、
括
猶
繋
縛
之
也

（巻
十
三

「括
出
し

が

『
玉
篇
』
に
よ
り
、
ま
た
万
象
名
義
に
、

「古
奪
反
。
否
閉
也
、
結
也
、
至

塞
也
、
約
束
也
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
猿
投
本
側
の
本
文
も
、

『
玉
篇
』
に

よ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『
玉
篇
』
の
本
文
推
定
の
態
度
方
法
に
つ
い
て
は
拙
著

に
譲
る

（注
６
）。

次
に
求
賢
篇
に
移
る
。
ま
づ

「捜
二揚
仄
陣
こ

の

「仄
」
の
訓
詰
に
、

回
尚
書
舜
典
日
、
虞
舜
仄
微
、
孔
安
国
日
、
側
、
々
歴
也
。
荘
棘
反
。

議

賎

Ｔ

（判

藉

裂

酔

『
』
稀
階
は
一

異

へ

５

ｔ

と
み
え
、
回
の
訓
詰
は

『
玉
篇
』
に
よ
る
。
但
し
、
「孔
安
国
」
は

「
王
粛
」
が

正
し
い
。
ま
た
通
行
本

『
尚
書
』
に
は
、

「
仄
」
即
ち

「側
」
の
注
は
な
い
。

因
み
に
、

「
仄
」
に
同
じ

「側
」
は
、
『
玉
篇
伏
文
補
正
』
に
も
み
え
な
い
が
、

六
波
羅
蜜
経
釈
文
の

『
玉
篇
』
供
文
に
、

玉
、
須
棘
反
。
毛
詩
箋
云
、
側
、
芳
也
。
又
日
、
側
、
望
涯
也
。
又
日
、
側
、



（
孔
安
）

傾
也
。
尚
書
安
国
日
、
側
媚
、
諮
訳
之
人
也
。
儀
礼
鄭
玄
日
、
側
猶
持
也
。

又
日
、
側
猶
独
也

（「側
し
。

と
あ
る
。
参
考
と
し
て
掲
げ
る
。

同
じ
求
賢
篇
に
、
「
不
二以
レ辱
而
不

，尊
」
の

「辱
」
の
訓
詰
と
し
て
、

口
而
東
反
。
恥
也
、
汗
也
、
悪
也
。

鮮
経
ユ
る
。
こ
の
字
も

『
玉
篇
』
に
残
ら
な
い
が
、
万
象
名
義
に
、

「妹
度
ズ
。

恥
汗
也
、
悪
也
」
と
み
え
る
。
こ
の
反
切

「如
辱
反
」
は
誤
記
か
も
知
れ
な
い

が
、　
一
応
そ
の
ま
ま
と
み
れ
ば
、
『
玉
篇
』
に
は
、
そ
の
反
切
に
、
「
而
東

・
如

辱
二
反
」
と
あ
り
、
更
に
一
切
経
音
義

（「挫
辱
し

を
参
考
に
す
れ
ば
、

「国

語
…
賣
達
日
、
辱
、
恥
也
。
広
雅
、
辱
、
悪
也
」
な
ど
と
あ
つ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
但
し
国
語
買
注
は
現
存
せ
ず
、
そ
の
本
文
の
ど
こ
に
当
る
の
か
未
詳

―
魯
語

（下
）
コ
〓
一婦
之
辱
、
共
先
者
祀
」
（葦
昭
注

「辱
、
自
屈
辱
し
と
み

え
、
こ
の
部
分
の
注
か
―
。
ま
た

「汗
也
」
の
出
典
も
未
詳
で
あ
る
が
、
右
の

回
の
訓
詰
が

『
玉
篇
』
に
基
づ
く
こ
と
は
疑
ひ
が
な
い
。

次
に

「
必
仮
二撓
織
之
功
こ

の

「撓
」
及
び

「械
」
の
訓
詰
が
み
え
る
。
ま

づ

「撓
」
に
つ
い
て
、

田
如
盟
反
。
小
棚
也
。
方
言
、
織
謂
二之
撓
一也
。

△

と
あ
る
。

「如
盟
反
」
は
、
成
賞
堂
本
及
び
万
象
名
義
の
反
切
に

「如
紹
反
」

と
み
え
、
『
玉
篇
』
に
は
二
つ
の
反
切
が
あ
つ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
「小
繊

利
け
い
一
凋
¨
六
り
酬
（
開
Ⅶ
だ
劉
律
請
¨
に
抱

曲
＾
注

鵜
織
ｒ
Ⅷ
い
口
『
計
数
れ
ヽ

抄
出
し
た
訓
詰
が
全
然
違
ふ
。
し
か
し
こ
れ
は
、
万
象
名
義
が
も
と
の
『
玉
篇
』

の
詳
し
い
記
事
の
一
部
分
を
抄
出
し
、
ま
た
猿
投
本
側
が

『
玉
篇
』
の
他
の
部

分
を
抄
出
し
た
た
め
に
、
た
ま
た
ま
相
互
の
訓
詰
に
差
を
生
じ
た
も
の
で
あ
ら

う
。
猿
投
本
の
例
は
や
は
り

『
玉
篇
』
の
一
部
で
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
。

「棚
」
翁
揖
」
に
同
じ
）
に
つ
い
て
は
、

回
辞
立
反
。
所
二以
推

，船
也
。
黄
帝
姻^
″
木
為
レ繊
也
。

と
み
え
る
。

「所
二以
推
●船
也
」
は
、
野
王
案
の
部
分
か
、
も
し
偽
哨
、「顎

講
ヽ

桧
構
松
舟
、
伝
日
、
揖
、
所
二以
擢

，舟
也
」
に
よ
る
。
ま
た

「黄
帝
」
云
々
は
、

周
易

（撃
辞
下
）
の
引
用
で
あ
る
。
万
象
名
義
に
見
あ
た
ら
な
い
。
但
し
覚
明

注

『
三
教
指
帰
』
（巻
二

「構
櫂
し

の

『
玉
篇
』
伏
文
と
し
て
、

「
即
業
反
。

舟
織
也
」
が
み
え
る
―
こ
れ
に
続
く

「釈
名
云
、
使
・一舟
捷
疾
一也
」
も
供
文
の

部
分
か
―
。
こ
れ
も

「撓
」
の
場
合
と
同
じ
く
、

『
玉
篇
』
の
記
事
を
、
そ
れ

ぞ
れ
猿
投
本
側
と
覚
明
注
と
が
別
々
の
部
分
を
採
用
し
た
も
の
と
み
て
よ
か
ら

う
。
確
証
を
欠
く
が
。

次
に
審
官
篇
に
移
る
。
ま
づ

「短
者
以
為
二棋
挽
こ

の

「棋
」

「挽
」
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、

ｍ

「挽
」
―
古
学
反
。
穣
也
、
稼
也
。

田珈
Ｒ̈
縛
ヽ
夕
『予繁
い
を
鰤
噺
絣
熟
見

に
よ
る
）

と
み
え
る
。
ま
づ

「挽
」
に
つ
い
て
は
、
万
象
名
義
に

「古
学
反
。
穣
也
」
と

み
え
る
の
は
、
猿
投
本
間
の
注
が

『
玉
篇
』
に
よ
る
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。
空

海
は
、
「稼
也
」
の
部
分
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
玉
篇
』
に
瀬
ｒ
生
評
押
一

の
出
典
を
説
文
も
し
く
は
繭
雅

（
釈
官
）
に
、
ま
た

「稼
也
」
は
、
「左
氏
伝
、

刻
二桓
宮
挽
「
杜
預
日
、
挽
、
稼
也
」
の
出
典
を
示
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。　
な

ほ
万
象
名
義
の

「棲
」
に
、

「所
亀
反
。
挽
也
、
稼
也
」
と
み
え
る
。
次
に
ｍ

し「刺けな象っぃ款ぃ、「ほ摯暉鵡話に『、赫肝噸
（びは「認識牡罐「』一だ

る
こ
と
は
、
猿
投
本

「棋
」
が

『
玉
篇
』
に
よ
る
と
云
ふ
傍
証
に
な
る
。
「所
レ



繋穐
兒
際燿瀞
鞣
髪
』
評
翻費
墨
ス

を
引
用
し
た
野
王
案
の
分
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

同
じ
審
官
篇
に
、
「涵
レ牛
之
鼎
」
の
一
文
が
あ
る
。
そ
の

「涵
」
に
つ
い
て
、

帥
下
喀
反
。
字
書
、
涵
、
没
也
。

と
み
え
る
。
「涵
」
は

『
玉
篇
』
に
残
ら
な
い
。
が
、
そ
の
異
体
字
に
つ
い
て
、

今
亦
為
二涵
字
「
字
書
以
レ涵
、
音
下
略

（原
文
は

「土
」
「夕
」

「
皿
」
を

並
べ
た
如
き
字
、
意
改
）
反
、
没
沈
也
、
以
二含
容
之
涵
一為
二函
字
「
在
二国

部
¨

と
み
え
、
猿
投
本
田
の
訓
詰
が

『
玉
篇
』
に
よ
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
万
象

名
義
に
も
、
「下
略
反
。
没
（也
ど

と
み
え
る
。

納
諌
篇
に
は
、
ま
づ

「膚
レ聡
阻
レ明
」
の

「麟
」
に
つ
い
て
、

側
去
為
反
。
欠
也
、
毀
也
、
壊
也
、
損
也
。

と
み
え
る
―
「壊
」
は
成
答
堂
本
に
よ
る

（原
文

「懐
し
―
。
こ
れ
は

『
玉
篇
』

に
お

為
反
。
毯
話
ぃ
が
馬
庸
不
レ崩
、
箋
云
、
店
猶
毀
壊
也
…
簿
一剛
電
鳩
麟
何
当
、

東
南
何
庸
、
王
逸
日
、
唐
、
欠
也
。
画
雅
、
商
、
毀
也
。
説
文
、
気
損
也
…
。

と
み
え
、
猿
投
本
側
の
訓
詰
は

『
玉
篇
』
に
よ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。

係

Ｌ

屏

産
っ隋

鮮

ほ計

■

時賜髪

是
也
、
濫
、
流
也
。

と
み
え
、
「
野
王
案
」
と
あ
る
以
上
、
『
玉
篇
』
に
よ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

「渥
」
は
、
欽
明
紀
二
三
年
の
条
の
古
訓
に
も
、

「渥
レ胆
抽
レ腸
」
と
み
え
、

シ
タ
タ
ラ
ス
の
意
。
下
三
段
活
用
の
動
詞
ン
タ
ツ
の
連
用
形
が
シ
タ
テ
で
あ
る
。

『
玉
篇
』
に
は
、
「涯
」
の
異
体
字

「済
」
に
つ
い
て
、

理
激
反
…
蒼
額
篇
、
陸
↓
瀞
也
。
説
文
…
水
下
滴
涯
也
。
野
王
案
、
史
記
、

と
興
潮
魏
罐
マ
時
動
に

反
切

「理
拠
反
」
は
二
つ
の
反
切
の
一
つ
で
は
な
く
、

「
理
激
反
」
の
誤
記
―
万
象
名
義
に
も

「里
激
反
」
と
み
え
る
―
。
ま
た

「濡
、

ね
也
」
の

「流
」
は
、
「漉
」
の
草
体
の
誤
で
あ
ら
う
。
現
に

『
玉
篇
』
の

「濡
」
に
つ
い
て
、
「字
書
亦
漉
字
也
」
と
み
え
、
ま
た

「漉
」
に
つ
い
て
、

「
野
王
案
、
漉
猶
涯
也
」
と
し
る
す
。

次
に
去
議
篇
に
移
る
。
「国
之
整
賊
也
」
の

「甕
」
に
つ
い
て
、

側
詩
小
雅
大
田
日
、
整
賊
無
墨
日、
毛
公
日
、
食
レ根
日
レ甕
、
食
レ節
日
レ賊
。

莫
侯
反
。

と
注
す
る
。
こ
の
字
の
訓
詰
は
、
六
波
羅
蜜
経
釈
文
に
、

『
玉
篇
』
伏
文
と
し

て
、莫

侯
反
。
説
文
、
甕
、
虫
食
二草
根
一也
。
或
為
二露
字
「

を
あ
げ
る
。
ま
た
政
事
要
略

（巻
六
〇
）
引
用
、
戸
婚
律
の

「釈
」
に
、

感
喉
毛
伝
日
、
轟
食
レ根
日
レ整
。
或
作
二轟
字
１
・字
指
日
…
食
レ根
曰
レ甕
、

食
レ節
日
レ賊
。

と
み
え
る
の
も
、
政
事
要
略
の
訓
詰
の
、『
玉
篇
』
伏
文
の
指
摘
の
な
い
部
分
も

そ
れ
と
推
定
で
き
る
事
実
か
ら
考

へ
て
、
こ
こ
も

『
玉
篇
』
の
本
文
と
判
定
で

き
る
。
但
し
猿
投
本
引
用
の
出
典
が

『
毛
詩
』
と
あ
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
政
事

要
略
の
引
用
は
、
伏
書

『
字
指
』
と
あ
り
、
そ
こ
に
出
典
書
名
に
差
が
あ
る
。

ま
た
六
波
羅
蜜
経
釈
文
の
伏
文
に
は
、
類
似
文
の
出
典
を

『
説
文
』
と
す
る
な

ど
必
ず
し
も
出
典
は
一
致
し
な
い
。
し
か
し
反
切

「莫
侯
反
」
が
す
べ
て
に
共

通
す
る
こ
と
か
ら
考

へ
て
、
「
玉
篇
』
に
は
、

莫
侯
反
。
毛
詩
、
及
二其
甕
賊
「
伝
日
、
食
レ根
日
レ甕
。
説
文
、
轟
、
虫
食
ニ

草
根
¨
字
指
日
、
食
レ根
日
レ贅
、
食
レ節
日
レ賊
。
或
為
二露
字
¨



な
ど
と
あ
つ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
猿
投
本
側
の
訓
詰
は

『
玉

篇
』
を
参
考
に
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
で
上
巻
終
了
、
即
ち
猿
投
本
は
こ
こ
で
終
は
る
。
前
述
の
二
十
条
の
反

切
を
有
す
る
訓
詰
は
、

「
野
王
案
」
を
含
む
圏

「涯
」
を
始
め
と
し
て
、
何
れ

も

『
玉
篇
』
を
参
考
に
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
た
だ

一
例
と
し
て
、

「皇

天
略
レ命
、
歴
数
在
レ弟
、
安
可
下以
濫
握
一一霊
図
１
こ

の
点
線
に
当
る
部
分
に
、

「余
廉
反

（成
賓
堂
本

「余
広
反
し
、
進
也
」
と
み
え
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
文

字
の
訓
詰
か
不
明
。
「略
」
「濫
」
な
ど
が
多
少
の
候
補
に
も
上
る
が
、
恐
ら
く

誤
字
が
あ
り
、
後
考
を
待
つ

（注
７
）。

な
ほ
猿
投
本
の
本
文
の
傍
に
附
し
た

反
切
の
例
が
十
数
例
み
え
る
。
そ
の
中
に
、

「繰
」
―
左

「力
追
反
」
　

　

「絶
」
―
左

「思
列
反
」

を
始
め
と
し
て
、
そ
の
数
例
が

『
玉
篇
』

（供
文
、
万
象
名
義
な
ど
）
の
反
切

に
一
致
す
る
が
、　
他
の
反
切
は
一
致
し
な
い
。　
こ
れ
は
、　
猿
投
本
の
書
写
者

（或
は
猿
投
本
系
の
伝
写
間
の
某
人
）
の
書
入
で
あ
り
、
そ
の
反
切
は
、
原
本

の
帝
範
注
に
は
な
く
、
『
玉
篇
』
に
よ
ら
な
い
も
の
と
断
定
し
て
よ
か
ら
う
。

三

前
述
の
如
く
、
猿
投
本
は
上
巻
の
み
。
以
下
、
成
賞
堂
本

『
帝
範
』
（下
巻
）

に
♂

蜃

『
馨

パ

強

ｎ

“
軒

蓼

倹
也
。
広
雅
、
倹
、
少
也

（「夫
君
者
、
倹
以
養
レ性
し

は
、
「野
王
案
」
と
あ
る
下
巻
の
唯

一
の
例
で
あ
る
。

一
切
経
音
義

（巻
三
）
に

も
、
『
玉
篇
』
の
供
文
と
し
て
、

渠
儀
反
。
顧
野
王
日
、
倹
、
約
也
。
広
雅
、
少
也

（「廉
倹
し

を
挙
げ
る
。
令
集
解

（考
課
令
巻
三
二
）
に
み
え
る
、
「広
雅
、
倹
、
少
也
。
音

居
険
反
」
も
、
『
玉
篇
』
に
よ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
『
玉
篇
』
の
反
切
は
、

『渠
儀

・
居
険
二
反
』
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

＊
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（
猥
）

０

「綻
」―
他
礼
反
。
鄭
玄
日
、
綿
色
也
。
説
文
、品
赤
黄
也
翁
衣
二綻
繍
こ
）

こ
い
様
”
『
耐
鰤
峨
糾
一綻

用
レ羊
、
鄭
玄
日
、
線
色
也
。
説
文
、
品
赤
黄
色
也
。

と
み
え
、
国
も

『
玉
篇
』
に
よ
る
。
な
ほ
０
の

「赤
黄
也
」
は
菅
原
系
の
藍
色

書
入
を
参
考
に
す
れ
ば
、
『
玉
篇
』
と
同
じ
く
、
「

キ赤
黄
色
也
」
と
な
り
、
帝
範

注
の
原
文
は
む
し
ろ
こ
れ
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

日

「繍
」
―
思
又
反
。
考
工
記
日
、
画
絵
之
事
、
五
采
備

（三
字
藍
色
書
入

に
よ
る
）
謂
二之
繍
一也

（「衣
二綻
繍
こ
）

こ
膊
熱

反 『「
稀
酔
詢
一

画
〈経

ど
事
、
五
采
備
謂
二之
繍
¨
野
王
案
、
尚
書
…
。

に
よ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
務
農
篇
に
、

四

「堅
」
―
堅
、
何
田
反
。
固
也
、
強
也
、
長
也
…

（「棄
レ堅
し

と
み
え
る
―

「長
也
」
に
続
く
部
分
は

『
玉
篇
』
で
は
な
い
―
。
こ
の
字
は

『
玉
篇
』
に
残
ら
な
い
が
、
万
象
名
義
（取
部
）
に
同
文
が
み
え
、
こ
れ
も

『
玉

篇
』
に
よ
る
。
な
ほ

「固
也
」
は
商
雅
に
、
更
に

「強
也
」
及
び

「長
也
」
は

広
雅
の
引
用
で
あ
ら
う
。
次
に
同
じ
篇
に
、

国

「瞑
」
―
亡
丁
反
。
虫
食
二苗
心
一日
レ瞑

（
「秋
瞑
し

と』會臓一社詢〔ｒ獣卸議鷲陥嘲蹴帥雅『、輸摯畔政
（の一瞑蛉し

に
よ
つ
て
、
『
玉
篇
』
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

因
み
に
、　
政
事
要
略

（巻
六
十
）引
用
の
、
「媒

薦
丁
食
二苗
心
一日
レ瞑
。
繭
雅
日
…
」
も
、
『
玉
篇
』



に
よ
る
。

次
に
、
「惰
レ軌
」
の

「僣
」
（藍
色
書
入
に
よ
る
）
に
つ
い
て
、

囚

「僣
」
―
徒
頬
反
。
雨
雅
、
燿
也
。
郭
嘆
日
、
販
櫛
Ｊ
ｏ

と
み
え
る
。

『
玉
篇
』
の

「聾
」
の
字
に
つ
い
て
、

声
類
、
聾
、
諸
也
。
亦
与
二憬
字
一同
、
在
二心
部
「
僣
、
音
徒
頬
反
。

と
み
え
、
更
に
万
象
名
義

「惰
」
に
、
「徒
頬
反
。
燿
也
」
と
み
え
る
こ
と
は
、

【
が

『
玉
篇
』
に
よ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
示
す
。
ま
た
雨
雅
郭
注
の
「即
摂
也
」

の
「摂
」
を
「儡
」
か
と
推
定
し
た
狩
谷
望
之
の
説
は
正
し
い
。
な
ほ

『
玉
篇
』

伏
文
と
し
て
六
波
羅
蜜
経
釈
文
の

「燿
」
に
、

「渠
句
反
。
説
文
、
燿
即
恐
。

方
言
、
燿
、
病
也
。
燿
、
驚
也
」
と
あ
る
。
因
み
に
、
日
本
書
紀
に
、
オ
ヅ
系

文
字
、
た
と
へ
ば

燿
二
不
敢
敵
一
（神
武
即
位
前
紀
、
オ
ヂ
テ
）

響
焉
失
塁
心
（神
功
摂
政
前
紀
、
オ
ヂ
テ
）

盗
賊
恐
憬

（皇
極
紀
元
年
、
オ
デ
ヒ
ツ
《
ゲ
》
テ
）

な
ど
が
み
え
る
が
、
右
の

『
玉
篇
』
の
訓
詰
に
よ
つ
て
、
そ
の
古
訓
の
正
し
さ

が
確
証
で
き
る
―
皇
極
紀
の

「恐
爆
」
は
、
オ
ヂ
テ
と
訓
ん
で
も
よ
い
―
。

次
に
崇
文
篇
の

「竿
」
に
つ
い
て
、

調
結
崎

―
公
干
抒

）
　

、
鐘
々
行
竿
（底
本
「
干
」
、
藍
童
日入
に
よ
ι

。

繭
雅
、
竿
謂
二之
箱
「
郭
瑛
日
、
懸
衣
架
也

（
「呉
竿
し

と
み
え
る
。

『
玉
篇
』
に
残
ら
な
い
が
、
万
象
名
義
に
、

「
公
安
反
。
懸
衣
架

（也
）、
挺
也
、
箱
也
」
と
み
え
る
こ
と
よ
り
推
し
て
、
鮨
も

『
玉
篇
』
に
よ
る

に
脱
が
あ
跡
』
川
積
Ю
坂
切
は
、

「
＊公
干

。
公
安
二
反
」
、
「梃
也
」
は
説
文
の

以
上
、

『
帝
範
』
下
巻
に
み
え
る
七
条
の
訓
詰
を
終

へ
る
。
野
王
案
を
引
用

す
る
日
の

「倹
」
以
外
の
例
も
、

『
玉
篇
』
の
標
記
な
く
て
も
、
そ
れ
に
よ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
全
体
と
し
て
、

『
帝
範
』
に
み
え
る
反
切
を
有
す
る
訓
詰
は
、

『
玉
篇
』
を
参
考
に
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

『
帝
範
』
に
つ
い
て
は
、
旧
唐
書
経
籍
志

（巻
四
七
）
に
、

帝
範
四
巻
歌
篠
濃

（新
唐
書
芸
文
志

「太
宗
帝
範
四
巻
、
買
行
注
し

と
み
え
、
更
に
敬
宗
本
紀

（宝
暦
二
年
八
二
六
の
条
）
に
は
、
葦
公
粛
注
の
記

事
も
み
え
る
。
し
か
し
唐
代
の
二
注
は
、
宋
代
に
早
く
も
失
は
れ
、
現
行
本
は
、

清
朝
乾
隆
帝
の
武
英
殿
衆
珍
版
、
そ
の
注
は
元
人
撰
か
と
い
ふ
。
何
れ
に
し
て

も
、
唐
人
注
の

『
帝
範
』
は
、
残
ら
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
わ
が
国
の

旧
刊
本
に
つ
い
て
、
『
日
本
訪
書
志
』
に
、

其
注
文
簡
要
、
不
レ注
二姓
名
「
亦
不
レ詳
二為
レ買
為

，葦
。
但
以
二正
文
一考
之
、

則
当
二是
太
宗
原
本
一
（巻
五
、
史
部
）

と
述
べ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
成
賞
堂
本
、
そ
の
底
本
で
あ
る
旧
刊
本
、
更
に

は
跛
設
本
の
テ
キ
ス
ト
の
価
値
は
、
甚
だ
大
と
な
る
。
藤
原
佐
世
撰
の

『
日
本

国
見
在
書
目
録
』
に
、
「帝
範
二
巻
　
　
帝
範
賛

一
」
（雑
家
）
と
み
え
る
こ
と

は
、
平
安
朝
伝
来
の
原
本
系

『
帝
範
』
が
、
猿
投
本

（
上
巻
の
み
残
る
）
や
成

貧
堂
文
庫
本
に
み
る
如
く
、
上

・
下
三
巻
で
あ
つ
た
推
定
で
き
る
。
前
述
の

『
日
本
訪
書
志
』
の
説
に
み
る
如
く
、
こ
れ
が
原
木
系
に
当
る
と
す
れ
ば
、
そ

の
注
は
買
行
注

（或
は
葦
公
粛
注
）
な
ど
の
唐
人
注
か
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し

猿
投
本
な
ど
に
み
る
如
く
、
も
し
こ
れ
が
唐
人
注
と
す
る
な
ら
ば
、
反
切
を
有

す
る
玉
篇
的
訓
詰
が
果
し
て
唐
人
に
必
要
で
あ
つ
た
か
、
疑
間
が
残
る
。
勿
論
、

『
文
選
』
李
善
注
の
如
く
、

『
玉
篇
』
な
ど
の
孫
引
き
と
思
は
れ
る
小
学
の
注

を
附
す
る
部
分
も
推
定
で
き
る
が
―
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
日
を
期
す
―
、

『
帝

範
』
に
む
し
ろ
親
切
す
ぎ
る
反
切
な
ど
の
注
が
果
し
て
買
行
注
に
存
在
し
た
か

ど
う
か
。

『
帝
範
』
と
並
ぶ

『
臣
軌
』
に
も
、
か
か
る
親
切
な
注
は
存
在
し
な

い
。
や
は
り
こ
の
玉
篇
的
訓
詰
は
、
わ
が
平
安
某
人
の
挿
入
部
分
で
は
な
か
つ



た
か
。
即
ち
こ
の
部
分
を
除
い
た
注
が
む
し
ろ
失
は
れ
た
唐
人
注
の
一
部
分
で

あ
つ
た
か
と
も
思
は
れ
る
。
具
平
親
王
撰
の

『
弘
決
外
典
紗
』
に
も
、
反
切
を

含
む
玉
篇
的
訓
詰
の
部
分
が
か
な
り
多
く
み
え
る
こ
と
は
、
当
時
の
平
安
人
の

訓
詰
的
方
法
の
一
つ
と
い
へ
る
。

『
帝
範
』
注
も
こ
れ
と
同
様
に
考
へ
て
も
然

る
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。

『帝
範
』
の
玉
篇
的
訓
詰
の
部
分
が
平
安
人
撰
の

注
と
み
る
こ
と
は
、
や
は
り
試
案
に
過
ぎ
な
い
が
、
も
し
こ
れ
が
か
り
に
正
し

い
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
も
平
安
人
の

『
玉
篇
』
利
用
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
唐
人
注
の
一
部
分
と
す
れ
ば
、
唐
代
に
於
て
も

『
玉
篇
』
利
用

の
こ
と
が
覗
は
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、

『
玉
篇
』
の
残
字
は
、
諸
書
に
残
存

し
、
そ
の
発
掘
に
は
、
将
来
の
努
力
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
は
そ
の
一

つ
の
試
み
で
あ
る
。

（
四
八
、
十
二
、
二
〇
）

注
１

「
万
葉
用
字
考
証
実
例
０
１
原
本
系

『
玉
篇
』
と
の
関
聯
に
於
て
―
」

「
万
葉
集
研
究
』
第
二

。
三
集
所
収
）
参
照
。

注
２
　
一
切
経
音
義

（巻
三
二

「明
沐
し

の
、
「孔
注
尚
書
云
、
明
、
貪
也
」

を
参
考
に
し
た
も
の
。

注
３
　
一
切
経
音
義
の
例
は
、
巻
四
八

「援
甲
」
の
注
に
よ
る
。

『
玉
篇
』

の
指
摘
は
な
い
が
、
こ
れ
も
そ
の
伏
文
と
推
定
で
き
る

一
例
。

注
４
　
成
賞
堂
本
に
、
「安
」
を

「安
レ危
」、
「屋
」
を

「厭
去
」
に
作
る
。

注
５
　
な
は

「安
也
」
に
関
し
て
、
『
玉
篇
』
（甘
部
）
の

「厭
」
∩
屋
し
の

異
体
字
の
訓
詰
に
よ
れ
ば
、
「方
言
、
厭
、
安
也
、
郭
瑛
日
、
足
則
安
也
」

と
み
え
る
。

注
６
　

『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』

（第
二
篇
第
二
章
二

「上
代
に
於
け
る

訓
詰
の
一
面
し

参
照
。

注
７
　
こ
の
訓
詰
に
近
い
も
の
と
し
て
、
「余
手
反
…
進
也
」
∩
誘
し

な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の

「誘
」
に
近
い
文
字
は
こ
の
附
近
の
本
文
に

見
当
ら
な
い
。

（補
）

『
培
嚢
抄
只
巻
八
）
に
、
帝
範
の
記
事
を
引
き

「樽

ハ
補
洛
反
、
手
撃

卜
註
セ
リ
」
と
云
ふ
。
現
存
本
の

『
帝
範
』
に
未
見
。
万
象
名
義
の
注
か

ら
推
定
し
て
、
こ
れ
も

『
玉
篇
』
に
よ
る
。

昭
和
四
八
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
に
よ
る
総
合
研
究

「未
開
拓
漢
字
資

料
の
研
究
」
の
一
部
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（大
阪
市
立
大
学
教
授
）


